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国　税／�8月分源泉所得税の納付� 9月10日
国　税／�7月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 9月30日
国　税／�1月決算法人の中間申告� 9月30日
国　税／�10月、1月、4月決算法人の消費税等の中間申告

（年3回の場合）� 9月30日

9 2014（平成26年）

地方法人税　法人税を納める義務のある法人が、法人税額に4.4％の税率を乗じた額を納
める国税。消費税率引上げにより、地方団体間の税収格差が拡大することから、財政力
格差の縮小を目的に創設された税で、地方法人税収全額を地方交付税として、地方団体
に配分します。本年10月１日以後に開始する事業年度から適用されます。
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輸入食料に使われる水

　食料を輸入している国が、
もしその輸入している食料
を国内で生産するとどの程
度の水を必要とするのかを
推定したものを、「バーチャ
ルウォーター」といいます。
　例えばパンなどの原料と
して使われる小麦は、消費
量の８割以上を輸入に頼っ
ています。統計によると、
１世帯当たりのパンの年間
消費量は、約45kg（６つ切
りの食パン750枚分）です。
これだけのパンを生産する
ために、約72,000リットル
の水が使われています。

畜産物に使われる水

　牛肉などの畜産物は、飼
料としてトウモロコシなど
の穀物が使われています。
飼料としての穀物を生産す
るためにも大量の水が使わ
れています。牛肉１kgを生
産するためには、約２万倍
の水が必要になるといわれ
ています。

海外の水に依存する日本

　日本の食料自給率は、カ
ロリーベースで約40％で
す。裏を返せば、日本は食
料の約６割を海外からの輸
入に頼っています。その分
日本は海外の水に依存して
いると言えるでしょう。
　東京大学水産研究所の沖
教授らのグループの試算に
よると、2000年のデータで
は約640億㎥の水をバーチ

ャルウォーターとして、日
本は海外から輸入している
そうです。

水資源問題①−人口増加

　2012年の世界人口白書に
よると、世界の人口は約70
億人です。2000年には約61
億人でしたので、12年で15
％ほど増加しています。今
後も世界の人口は増加する
とみられており、2025年に
は80億人に、2050年には90
億人に達すると予測されて
います。
　水の使用量も増えており、
1995年の世界の水使用量
は年間約３兆7,500億㎥でし
た。1950年と比べて約2.7
倍増えているようです。特
にアジアでの水の使用量が
多く、全体の６割近くを占
めています。今後も水の使
用量は増加し、2025年には
５兆㎥を超えるようです。

水資源問題②−気候変動

　地球温暖化の影響によっ
て、大雨や干ばつなどの異
常気象が引き起こされてい
ます。大雨によって土砂が
流出し渇水が発生したり、
温暖化によって積雪量が減
少し河川流出量が減少した
りといった現象が起こって
います。また、水温が上昇
することで植物プランクト
ンの増殖が起こり、水質の
悪化につながっています。
　2012年には、アメリカや
中国、ヨーロッパやブラジ
ルなど、各地で干ばつが発

生しており、生態系や農作
物の生産などに悪影響を及
ぼしました。

水資源問題③−水紛争

　日本にあまりなじみのな
い「水紛争」ですが、世界
を見ると各地で様々な水紛
争が起きています。例えば
インダス川では、インドと
パキスタンとの間で、水の
所有権についての紛争が起
こっています。他にも、水
紛争の要因としては、上流
地域での汚染物質の排出と
いった水質汚濁の問題や、
湖や河川の上流地域での過
剰取水といった水資源配分
の問題などが挙げられます。

水資源問題に対する取組

　2000年にニューヨーク
で、国連ミレニアムサミッ
トが開催されました。その
翌年にはミレニアム開発目
標が定められました。この
目標では、「2015年までに
安全な飲料水や基礎的な衛
生施設を継続的に利用でき
ない人々の割合を半減する
こと」と、「環境持続可能
性確保」が図られるとされ
ています。

　夏になると、しばしば水
不足が問題になりますが、
日本は大量の水を海外に依
存しているので、海外での
水不足や水質汚濁などの問
題にも目を向けていく必要
があるでしょう。

バーチャル
　　ウォーター
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　国土交通省の「個人住宅
の賃貸流通の促進に関する
検討会」の報告によると、
平成20年現在、全国の空き
家の総数は約760万戸で、
そのうち個人住宅が約270
万戸を占めているようです。
適切な管理をされていない
ことによる、防犯面や衛生
面などで大きな問題になっ
ています。

検討会の目的

　空き家対策として、地方
自治体の中には管理条例が
制定されるといった取り組
みをしているところもあり
ます。国土交通省でも空き
家の改修や除却の支援など
を行ってきました。
　しかし、個人住宅の賃貸
流通や空き家管理について
は、賃貸用物件と比べて取
引のルールなどの整備がさ
れていないことや、所有者
が遠隔地に居住しているこ
となどから、市場形成はま
だまだ十分とはいえません。
そこで、個人住宅を活用す
る事例を紹介することや契
約のガイドラインを整備す
ることで、住宅市場の活性
化ひいては地域の活性化を
図るため、個人住宅の賃貸
流通の促進に関する検討会
が設置されました。

空き家の実態

　昭和63年には約390万戸
だった空き家の戸数が、平
成20年には約760万戸とな
り、20年間で倍近く増加
しています。種類別に見る
と「賃貸用の住宅」の割合
が最も高く、全体の半数以
上を占めています。次いで
「その他の住宅」が多く、

その中でも木造一戸建住宅
が最多となっています。
　特に、都市部に比べて地
方の一戸建住宅の空き家率
は増加傾向にあります。相
続する可能性のある住宅の
立地を調査したところ、三
大都市圏以外の地域では、
現住所と同じ市区町村の住
宅を相続する割合が６割を
超えていましたが、三大都
市圏では４割にも達しませ
んでした。逆に三大都市圏
では、他の都道府県の住宅
を相続する可能性がある割
合も３割を超えるという結
果でした。三大都市圏に住
んでいる人が他の地域の住
宅を相続したものの、相続
した住宅に住むことができ
ないので空き家になる、と
いうケースも多いようです。

賃貸流通を阻害する要因

　自ら居住しない住宅の所
有者は、そもそも「家を貸
す」という発想を持ってい
ない人も多いようですが、

一度貸すと物件が戻ってこ
ないことや家賃滞納者の退
去手続きに時間がかかるこ
と、賃貸に際してリフォー
ムや耐震改修に多額の費用
がかかることを懸念してい
る人も多いようです。
　一方の借り手側は、賃貸
用ではない個人住宅は不具
合が多いという印象を持っ
ていることや、個人住宅の
物件数や情報が少ないこと
が、個人住宅の賃貸流通を
阻害しているようです。

空き家バンク

　空き家を賃貸住宅として
活用することで地域活性化
を図るように、様々な方策
が進められています。
　空き家に対する対策は、
まずは空き家の情報を集約
することが必要です。そこ
で、市町村などが運営者と
なって、全国で「空き家バ
ンク」による情報発信が展
開されています。空き家バ
ンクは、単なる空き物件の
情報を提供するだけではな
く、家賃の助成や改修費の
補助といった行政の支援に
関する情報も発信されてい
ます。
　地方部での定住を希望す
る借り手の中には、住宅以
外にも雇用や教育、医療福
祉などに対する不安が大き
いことや、地域コミュニテ
ィや慣習に溶け込めるかを
心配する人が多くいます。
そこで、定住希望者向けの
相談窓口を設置すること
や、NPO法人と連携して
地域コミュニティとの交流
機会を設けるといった取り
組みをしている自治体もあ
るようです。

増え続ける
空き家への対策
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　文書や絵画、音楽など世界各国で保管さ
れている歴史的に貴重な史料を登録・保護
し、後世に伝えることを目的とした、「世
界記憶遺産」があります。
　世界記憶遺産は、ユネスコが主催してお
り、国際諮問委員会が２年に１度審査を行
っています。世界記憶遺産への登録申請は、
各国政府だけではなく、個人でも行うこと
ができます。
　世界記憶遺産は、1992年に事業が開始
され、５年後の1997年に初めて38点が
登録されました。登録件数は徐々に増え、
2009年には193点、2011年現在では268
点が登録されています。
　選定基準は、記憶遺産の真正性（模写や
偽造品などではないか）はもちろん、世界
的に重要性が高いものであることや、希少
性が高いことなどがあります。元の状態で
保存されているか（完全性）も、選定基準

のひとつです。登録されているものとして
は、「フランス人権宣言」や「アンネの日記」、
ベートーヴェンの「交響曲第９番」の草稿
などがあります。
　日本から申請されたものでは、2011年
に初めて「山本作兵衛氏の炭坑の記録画や
記録文書」が登録されました。山本作兵衛
の炭坑の記録画は、明治時代後期から20
世紀後期までの日本の発展状況を裏付ける
記録であることが、世界記憶遺産に登録さ
れた理由のようです。当時の記録は公式文
書によるものがほとんどで、一人の労働者
が作成した私的記録であるこの記録画は非
常に希少であることが評価されました。
　今年６月には、中国から南京大虐殺の記
録と従軍慰安婦に関する資料が世界記憶遺
産として登録申請されました。また、日本
からシベリア抑留等日本人の本国への引き
揚げの記録が国内候補に選ばれる一方で、
知覧特攻遺書が候補から外れたことが注目
されました。

　一般社団法人ペットフード協会の調査に
よると、日本でペットとして飼われている犬
は1,000万頭を超えています。数年前まで
は、飼養頭数は増加傾向にありましたが、
ここ数年はほぼ横ばいで推移しています。
また犬の平均寿命は、2013年現在では
14.19歳で、４年前と比べて0.3歳伸びて
います。人間だけではなく、飼い犬につい
ても高齢化が進んでいるようです。
　そこで問題となるのが、老犬の介護です。
自宅で介護をするには限界があります。最
近では、老犬の介護施設も出始めているよ
うです。老犬の介護施設は大きく都心部の
施設と郊外の施設に分かれ、都心の施設は
交通の便が良く容易に会えるというメリッ
トが、郊外型の場合は、豊かな自然環境で
過ごせるというメリットがあります。24
時間対応できる施設や、寝たきりの老犬を
預けることができる施設などもあるようで
す。
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